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基礎化学実験 (Basic Chemistry Experiments)
基礎化学実験 (Basic Chemistry Experiments) (歯 ((歯)2年))

今井昭二 ·教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部，山本孝 ·准教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部
山本裕史 ·准教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部

2単位 前期 水 7∼ 10
(平成 19年度以前の授業科目:『基礎化学実験』) (平成 16年度以前 (医保は 17年度以前)の授業科目:『基礎化学』)

【授業の目的】定性反応および定量分析を通してイオン反応，有機反応，酸・塩
基反応および物理化学相互作用について理解する．

【授業の概要】無機化学 ·分析化学 ·物理化学 ·有機化学について，歯学科向けの
基礎的な実験を行う．

【キーワード】基礎化学，実験
【先行科目】『基礎化学/基礎化学 IIA・有機化学 (ライフサイエンスの基礎)』(1.0)，
『基礎化学/基礎化学 I・物理化学 (平衡と反応速度)』(1.0)

【関連科目】『基礎化学/基礎化学 IIB・有機化学 (ライフサイエンスの基礎)』(0.5)

【到達目標】
1.イオン反応，酸・塩基反応を中心とした反応機構と化学量論などをはじめ
基礎的内容を理解し応用する．

2.機器分析により近代的な分析法の基礎を体験する．
【授業の計画】

1.実験の初学者への安全教育 (ケミカルリスクマネイジメント)・防災訓練
2.無機定性反応:水酸化ナトリウム
3.無機定性反応:アンモニア水
4.無機定性反応:硫化水素
5.無機定性反応:酸化・還元
6.混合陽イオン試料の分離・検出実験
7.未知混合陽イオン試料の定性実技試験
8.定量分析:中和滴定
9.定量分析:酸化還元滴定

10.定量分析:溶存酸素の定量
11.物理化学計測:pHメーターを用いた滴定曲線
12.物理化学計測:吸光光度法・・・・鉄の定量
13.機器分析:CaとMg の定量 (キレート滴定と併用)
14.有機化学実験:有機定性反応:アセトアニリドの合成・
15.期末試験
16.総括授業

【教科書】
�実験内容の自製テキストを使用．(実費徴収)
�近畿化学会安全研究会編「安全の手引き」化学同人

【成績評価の方法】実験のレポートと期末試験の成績により判定
【再試験の有無】希望により，筆記試験のみ実施する
【受講者へのメッセージ】実験者は各自の安全に十分に注意を払ってください．実験に適切
な服装で受講すること．白衣は必ず各自持ってくること．不適切な服装およ
び安全めがねと白衣の非着用者は受講できない場合があります．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=221027
【連絡先 (オフィスアワー・研究室・Eメールアドレス)】
⇒今井 (総合科学部 3号館 2N08, 088-656-7273, imai@ias.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: 前 ·後期 火 10:30-11:40，木曜日 13:30-14:20)
【備考】第一回目:リスクマネージメント:安全な実験方法，毒劇物の取り扱い，不
測事・態緊急時の応急処置，火災・地震避難訓練
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